























































































もクラブ数は増加傾向にあり、2014年からは 3 部制に移行している。 3 部はプロアマ混在のリーグだ
が、ライセンスを満たし入れ替え戦で勝利すればプロリーグの 2 部に昇格することも可能である。
2017年 6 月現在で、Jリーグ全体では54チームが参加する（図表 1 を参照）。全国でJリーグのクラブ
がないのは、青森、福井、三重、滋賀・奈良・和歌山、島根、高知、宮崎の 9 県のみで、神奈川 4 、














の入場料収入を約 6 億円増加させたことにより大幅に増加。また、広告料収入では、J1で鳥栖が 4 億
円、名古屋が 3 億円アップ、J2では清水が 3 億 5 千万、札幌が2.7億、C大阪が2.3億アップさせている。
入場料収入では、J1ではG大阪（ 6 億）と浦和（ 2 億）、川崎Fが 1 億円以上増加させている。またJ2
では山口が 1 億円以上の入場料収入をアップさせている。ただし、J1・J2では仙台、群馬、町田、金
沢、京都、讃岐、愛媛、長崎が単年度で赤字。J3では盛岡、福島、鳥取、琉球が単年度赤字となって


































した結果、資本金全体（25億円）の20％にあたる 5 億円（約 1 万口）の筆頭株主となった。現在のサ






3 － 3 　観客：サポーターとファンの違い
　北海道コンサドーレ札幌のオフィシャル・ファンクラブは1996年に発足し、2002年doZe、その後





















































3 － 5 　北海道コンサドーレ札幌に対するイメージ
　2012年シーズンにはJ1からJ2へ降格したにも関わらず、同年に行ったアンケート調査6 によると、
ユニフォームの胸スポンサー 7 は「白い恋人」（石屋製菓）だが、スポンサー名とチーム名が一致する
と回答したのは73.8％と高く、応援しているチームでも 4 位に選ばれている（図表 5 ）。
　北海道コンサドーレ札幌を応援している理由としては、（ 1 ）地元のチームだから（80.3％）、（ 2 ）
出身地のチームだから（34.4％）、（ 3 ）地域貢献しているから（19.7％）、といった、地元ゆえに応援
している人が多いことが分かる。続く理由は、（ 4 ）弱いチームだから（19.7％）、（ 5 ）好きな選手
がいるから（18.0％）、（ 6 ）マスコットキャラ（ドーレくん）が好きだから（16.4％）という人や、（ 7 ）
チアリーディング（コンサドールズ）が好きだから（14.8％）という人、（ 8 ）スタジアム（札幌ドー
ム）が近いから（14.8％）となっている。









































　行政の窓口も 2 ～ 3 年で人が交代してしまう。感覚が合う担当がいれば迅速に決めることができる
37
大木：北海道コンサドーレ札幌による地域活性化事例
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　This paper is a study of a local revitalization model using Hokkaido Consadole Sapporo football 
club as a case study which is a member of the Japanese professional football league. It is a member 
of the Japanese professional J1 football league. Hokkaido Consadole Sapporo was established as a 
civic club and the citizens of Hokkaido are the main shareholders. They succeeded in building a 
good relationship with the local people, local enterprises, fans and core supporters. The team 
functions as a civic community and it increases the social capital of the local area by establishing 
the social trust, social networks as a part of the norm of reciprocity. Data was collected from public 
materials and interviews were conducted with the team managers in 2017.
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